
二人は 

 

二人は立つてゐた 

二人は顔を見つめあつてゐた 

赤い月が軒の上にのぼらうとして 

道のでこぼこがはつきりと影ひいてゐた 

 

二人の腕がお互の背に 

二人の顔がお互の顔に 

寝しづまつた街の道の側に 

花咲くやうなやさしさはなかつた 

 

もう一度夜がやつて来るであらう 

やがて落葉が散るであらう 

しかし さうして どうなるのだらうか 

 

二人はためいきをついて立つてゐた 

おそろしい物語の入口のやうに 

夜はふけてゆくばかりだ 


